
要支援者数

15

（令和5年5月末時点の対象者数）

類型 介護・障がい度合

計

155

343

3,013

2,352

6,017

11,895

・　自宅が浸水
・　自力で歩いて避難先に移動すること
　　ができる場合

・　自宅が浸水しない
・　浸水するが自宅で避難できる場所が　
　　ある場合

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

・　自宅が浸水
・　自力で歩いて避難先に移動できない
・　避難する際に支援者がいない

・　要介護度4～5
・　愛の手帳1～2度
・　障害支援区分5～6

・　浸水リスクが高い地域に居住する医療的ケア児

・　自宅が浸水
・　自力で歩いて避難先に移動できない
・　避難する際に支援者がいない

・　要介護度3
・　身体障害者手帳1～3級
・　障害支援区分4

・　自宅が浸水
・　自力で歩いて避難先に移動できない
・　避難する際に支援者がいる

・　要介護度3～5
・　身体障害者手帳1～3級
・　愛の手帳1～2度
・　障害支援区分4～6

高

優先度

低

継 続

新 規

引き続き区主導により

福祉専門職（ケアマネ

ジャー等）の協力を得

ながら個別避難計画

書を作成

自主的な個別避難計

画の作成を支援できる

よう「河川氾濫を想定

した個別避難計画書」

を新たに作成
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（ 公 印 省 略 ） 

介護サービス事業者 各位 

 

足立区福祉部長 

中村 明慶 

 

避難行動要支援者を対象とした「河川氾濫を想定した個別避難計画書」の 

発送について（情報共有） 

 

平素から、区の福祉事業に多大なるご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとう

ございます。 

足立区では、令和３年度から避難行動要支援者（以下「要支援者」という。）を対

象として、水害時の具体的な避難先・避難方法等を記載した「個別避難計画書（以下

「計画書」という。）」の作成を進めてまいりました。 

これまでは、下記の図の優先区分Ａ・Ｂに該当する方々を中心に個別避難計画書を

作成していましたが、今回、優先区分Ｃ～Ｅに該当する方々に新たに作成した自主作

成用の計画書をお送りいたしますので、介護サービス事業所の皆さまにも情報共有と

してお知らせいたします。事業所内での周知をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 送付対象等 

  計画書を作成する優先区分ＣからＥの要支援者 約１１,５００人 

 

 

 

 

 

 
裏面に続きます 

見 本 



２ 送付資料 

（１）別紙１ 「河川氾濫を想定した個別避難計画書」イメージ（実物はＡ４複写式）  

（２）別紙２ 要支援者へのご案内イメージ（Ａ３両面） 

 

３ 発送時期（予定） 

  令和５年８月上旬頃 

 

４ その他 

（１）「計画書」に関するお問合せが介護サービス事業所にありましたら、可能な範

囲で提出のお声掛けをお願いします。 

（２）ご不明な点等がございましたら、下記担当までお問い合わせください。 

 

【問合せ先】足立区福祉部福祉管理課 

担 当：小澤・石川 

電 話：３８８０－６２２３ 

ＦＡＸ：３８８０－５６１４ 

メール：f-kanri@city.adachi.tokyo.jp 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

１ ４ 

別紙２ 


